
 森林総合研究所 森林教育プログラム・事例集（資料編） 

 
 

 事例 7 公開講座   2007 年 

  

多摩森林科学園公開講座 森林体験講座 開催報告 

 

森林総合研究所では，森林や木材に関する研究を推進し，最先端の研究成果を広く現場に普及

するための森林環境教育の研究を推進しています。多摩森林科学園では研究成果を広く普及する

ことを目的に，年 10 回の森林講座を開催していますが，新たに体験を通じて森林や木材，自然に親

しんで頂くための森林体験講座を 2007 年９月 22 日（土）に開催しました。森林体験講座のテーマ

には木材を取り上げ，地球温暖化問題につなげた内容としました。本体験講座は，木材に関する環

境教育プログラム開発の研究成果の一環（科研費：19500775「循環型社会における木材の役割を

重視した木の環境学習教材の開発と実践」）として実施したものであり，さらに林野庁が推進してい

る「木づかい運動」や木に親しむ「木育」への協力の一環でもあります。森林体験講座の内容は，次

の通りです。 

「木材の不思議な世界－さまざまな木材を見てみよう－」 

① 身近な木－割り箸のいろいろ－ 

② 木は沈むの？浮くの？－いろいろな木の比重と密度－ 

③ 木のしくみ－立体模型づくりと木材ブロックの観察－ 

当日は小学生から大人まで 15 名の参加を得て，和気あいあいとした楽しい実習となりました。普

段は何気なく利用している割り箸は，改めて比べてみるといくつもの種類があり（当日は 5 種類を比

較しました），木材の違いに驚いていました。割り箸を通じて木の種類を実感した後で，木材の比重

を比較する実験をしてみると，さらに木材の違いがはっきりして，感嘆の声があがっていました。最

後に電子顕微鏡で見た木材の内部の構造を学び，性質の違いを実感しました。実習後には質問が

次々に出て，参加者の関心の高さが伺えました。参加者の中には，総合学習や自然の学習のために

参加された小学校の先生もおられました。 

参加者へのアンケート調査からは，全体の感想（４段階評価）では「とても良い」と「良い」が合わせ

て８割以上となり，大変好評でした。３つの実験，実習別の

感想（５段階評価）で「とても良い」「良い」と答えた割合は，

①割り箸 67％，②浮力実験 80％，③立体模型づくり

80％で，「不満」「やや不満」の回答は０％でした。 

今後は，研究開発した環境教育プログラムを，学校の授

業で取り入れるための検討を継続して実施していきたいと

思っています。 

 

 

 

 

 
当日の会場風景 
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森の科学館での森林体験講座の様子 

  

 木の比重実験 立体模型づくり 

  

 大人から子どもまで一緒に学ぶ（質問コーナー） 立体模型（学習教材「木のしくみ」） 

 

  （井上真理子）
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